
技術上の適合性

→対象工事とならない理由
（欄外：対象番号を記入）

公共事業とし
ての必要性

地域づくり等と
の整合性

地域要望等と
の整合性

関係法令、構
造基準等との
適合性

早期対応の必
要性

他の管理者等
との調整の難
易

1 学校 山城高等学校
京都市北区大将軍
坂田町

生徒が頻繁に利用する木
製ウッドデッキの改修

無 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ②

府民公募型整備事業（府民提案型）技術審査一覧【京都市地域】

審査委員会
意見等

備考
用地買収
の有無

受付
番号

提案施設

種別 名　　　　　称 所在地

技術審査
結果

工事の仕分け等（第１段階チェック） 技術審査（第２段階チェック）結果

公共事業としての必要性、地域づくりとの整合性 速効性

対象

◆【第１段階チェック：対象とならない工事】
　①国や市町村が管理する施設に関する工事
　②利便性向上や環境整備に関する工事
　③特定の個人や団体等の利益に限られる工事
　④道路改良工事や河川整備工事など相当の事業期間を要する大規模な工事、建物の新築・大規模な改築工事
☆《他事業での実施》
　⑤他の事業で既に着手している又は計画区間等に含まれている工事
◆【第２段階チェック：技術審査】
　６項目について○、×の評価を記入

提案概要

◆【技術審査結果】 
 ・実施する①…緊急性大 
 ・実施する②…緊急性中 
 ・実施する③…緊急性小 
 ・他事業で実施 
 ・実施しない 

安心・安全整備 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号

路線・河川名等 京都府立山城高等学校

所 在 地 京都市
キョウトシ

北区
キタク

大将軍
タイショウグン

坂田町
サカタチョウ

提 案 内 容

　木製のウッドデッキ全体に傷みが目立ち、生徒が躓いて
転んだり、床板を踏み抜くことがあった。
　文化祭等の学校行事や部活動のほか、生徒の憩いの場
として日常的に生徒が使用しており、大きな怪我に繋がる
事故が発生する可能性がある危険な状況と思われる。
　樹木や芝生で緑あふれる中庭にある木製のウッドデッキ
は学校のシンボルであり、生徒が安心して使用できるよう
に床板の張替えを含めた全面的な改修を行ってほしい。

現 在 の 状 況

　平成13年の校舎改築の際、中庭部分に設置したもの。
近年、部材の一部腐食による修繕を数箇所で実施するな
ど、不具合のあった際に個別に対応している。
　現地調査の結果、全般的に床板と根太（床板を支える木
材）の腐食が見られており、提案にある床板の踏み抜き事
故等を防止するためには全面的な改修が必要と考えられ
る状態であった。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

◎実施する。
①校舎の中心に位置し、生徒が日常的に使用している。
②木材の腐食による潜在的な危険性が高くなっている状況と考え
られる。

位 置 図

備 考

写　　　　　真

※上記の拡大写真

　◆提案箇所：校舎の中庭のウッドデッキ
　　　（※写真は一部）

安心・安全整備 


